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 環境・

経済

地産地消の

推進

　①　各種休暇を取得しやすい風土づくり

　②　各種休暇の年間最低取得日数を定め、

　　　 毎年の最低日数取得率を前年比20％向上

　①　県産食材の使用

　②　2027年までに地域産食材を70％以上使用

大歩危峡観光遊船有限会社

代表取締役　大平　修司

当社は、国連が提唱する持続可能な開発目標（SDGs）に賛同し、

持続可能な社会の実現に向けた積極的な取組みを行ってまいります。

SDGs宣言書

SDGsのゴール

　①　ホテル建物・客室・大浴場・露天風呂の

　　　 メンテナンス実施

 環境・

社会

おもてなしの

空間の提供

お客さまの安心安全を第一に

考え、快適に過ごせる空間を

提供します。

社員の豊かなライフスタイル

実現のため、育児や介護と

仕事を両立しやすい環境を

目指します。

地域産の材料・食品・

製品などの地域資源を

積極的に活用し、地産

地消・地産外商を推進

します。

全国、海外から来県される

お客さまに、地元大歩危・

祖谷の魅力をご堪能

いただきます。

社会
ワークライフ

バランス

　②　年2回のメンテナンス実施

　①　観光情報の発信

 社会・

経済

大歩危・祖谷

ブランドの発信

　②　季節ごとにホテル公式のホームページやSNS

　　　 等で発信

ＳＤＧｓとは
持続可能な開発目標（SDGs：Sustainable Development Goals）とは，
2015年9月の国連サミットで加盟国の全会一致で採択された「持続可能な開
発のための2030アジェンダ」に記載された，2030年までに持続可能でよりよ
い世界を目指す国際目標です。17のゴール・169のターゲットから構成され，
地球上の「誰一人取り残さない（leave no one behind）」ことを誓っています。


